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市顧問弁護士に野崎聖子氏

　4月５日、平成28年度の宜野湾市顧問弁護士として、う
むやす法律事務所の野崎聖子弁護士へ委嘱状が交付さ
れました。野崎氏は顧問弁護士として5年目になり、引き続
き宜野湾市のサポート役をお願いします。

　市内2カ所目となる伊利原老人福祉センターが、伊利
原市営住宅敷地内にオープンしました。浴場や機能回復
訓練室なども備えており、生活や健康に関する相談、教養
講座なども実施されます。地域住民にとって親しみ愛され
る施設となることが期待されます。

願寿（がんじゅう）ひろば伊利原オープン

新教育長に知念春美氏が就任

　市教育委員会では初の女性教育長として知念春美氏
が4月1日付で就任しました。知念教育長は、教育現場で
の豊富な経験を活かし、教育行政でも活躍することが期
待されます。

　３月３１日付けで退職した、前基地政策部長の伊佐徳光
氏が４月1日付けで市政策参与に就任しました。伊佐政策
参与は「今年度より政策参与として気持ちを入れ替え、皆
さんの協力を得ながら頑張っていきたい」と就任にあたっ
ての抱負を語りました。

政策参与に伊佐徳光氏が就任

　4月14日に発生した熊本地震における被災者への支援
と被災地の復旧のため、本市消防より5名の隊員（又吉
清、宮城哲、米須繁、喜納政太、崎浜隆作）が緊急消防
援助隊として４月20日に被災地へ派遣されました。隊員は
「常に被災地・被災者のことを第一に考え行動し災害に
屈しない消防精神で立ち向かう」と決意を述べました。

　普天間飛行場全面返還合意から２０年が経過したこと
を受け、佐喜眞市長が記者会見を行い「市民の不安や苦
悩はすでに限界を超えており、不信感は頂点に達してい
る」とし、「普天間飛行場の一日も早い閉鎖・返還を必ず
実現させるため、より一層の取り組みを進めてまいります」
との市長コメントを発表しました。

普天間飛行場全面返還合意から２０年熊本地震の被災地へ消防署隊員派遣
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